
町の花
アジサイ

町の木
サクラ

クッキングで野菜のおいしさ発見！クッキングで野菜のおいしさ発見！クッキングで野菜のおいしさ発見！

行屋崎遺跡発表会行屋崎遺跡発表会 ひじき（乾）…大さじ２・1/2（７ｇ）　　にんじん…小１/２本

きゅうり…中2本　　キャベツ…葉2枚（90g）

ツナ缶…４５ｇ　　コーン…大さじ２（３０ｇ）

パプリカ（赤）…1/4（２０ｇ）

調味料　　

　　醤油…大さじ1/2　　三温糖…小さじ1杯　　塩…小さじ１/6

　　油…大さじ1弱　　酢…小さじ２

昔の田上町はどんなだったのでしょう。考古学講演会の中で、行屋崎遺跡の調査結果が報告されました。
もちろんその時代には、写真や映像はありませんので、出土品などから時代を探っていくことになります。
役場のロビーには、出土品の一部を展示しています。来庁された際には、ぜひご覧いただき、
当時に思いをはせてみてはいかがですか。
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平成27年

◆国民健康保険税６期
※納税は便利な口座振替がおすすめです！

町 の 人 口（8月31日現在）

世帯数

（前月比）

人　口

（前月比）

人

4,155
＋ 3

12,375
－ 25

世帯
今 月 の 納 税今 月 の 納 税
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　竹の友幼児園管理栄養士の唐木沢寿美さんがおすすめする給食メニューを紹

介します。幼児園では、ひじきを煮物、ふりかけに使う他に、野菜と一緒にサ

ラダにも使っています。栄養豊富なひじきを、彩り豊かな野菜と和風の味で和

えれば、子どもたちに人気メニューの出来上がり！海藻や野菜を抵抗なく食べ

ることができます。

　幼児園は、1日約300食の昼食と20人分の離乳食を作っていま
す。給食に使用する食材で、米、豚肉、旬の野菜は田上産の物
を出来るだけ使用しています。子どもたちは、意外と和風の味
付けや、おかか和え、少量の塩味でパリッと仕上げたきゅうり
など、素朴な味付けを好みます。

田上レンジャー
（田上町食育推進キャラクター）

美味しいお米とおか
ずをバランスよく食
べよう！
　　　　　米たより

作り方 ①加熱しない料理をする時は、ひじきは水でもどし、茹でて冷ます。

②きゅうりは薄い輪切りにし、塩少々で軽くもみ、水気をしぼる。

③キャベツは細めのたんざく切り、にんじんはせん切り。パプリカは薄切

　　りにして小さ目に切る。

　　キャベツ、にんじん、パプリカは茹でて冷ましておく。

④コーンとツナは汁気を切る。

⑤Aの調味料を合わせ、水分を切った材料と和える。

※ひじきは、熱湯でもどし、水洗い、野菜は電子レンジで加熱しても

　　よいです。

【担当のコーナー】

【副菜】

南瓜の味噌汁
【主食】

ごはん

【主菜】

豆腐ハンバーグ、チーズ
【副菜】

ひじきのサラダ

　〒959-1503　田上町大字原ヶ崎新田3070番地

　田上町役場総務課   57-6222

　メールアドレス　t2222@town.tagami.niigata.jp

■投稿記事あて先／

材料
（6人分）

ひじきのサラダ
★ひじきのサラダ

　８月22日、川船河地区の親子18名が、地区の食生活改善推進員の

みなさんと田上産のお米や野菜を使って食育の体験を行いました。

子どもの健康と元気の基本は毎日の食事が基本。夏野菜クイズ、味

噌汁のだしの味比べなどを通して親子で食材の美味しさを学ぶ体験

ができました。調理の時間では、子どもたちが進んで素材を切った

り、混ぜたり、盛り付けを行い、鶏肉とトマトクリーム煮や糸うり

の和え物などを作りました。自分達が一生懸命作った料理は、野菜

が苦手な子でもおいしく食べることができました。
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お手軽野菜レシピお手軽野菜レシピお手軽野菜レシピ
幼児園給食のおすすめレシピ

★町立竹の友幼児園給食の紹介コーナー

みんなで取り組もう！ 田上の食育

子育て応援

役場保健福祉課 ☎57-6112

給
食



ラウンドアバウト 来年春開通予定

　　田上地内にある町道 本田上・横場線と町道 原ヶ崎・西１３号線の交差点が、環状交差点

（ラウンドアバウト）になります。

○環状交差点って何？

○環状交差点を通るときのルールは？

　下の図のように、中央の円形の島（「中央島」といいます）のまわりに、環を描くよう

に車が通る道路（「環道」といいます）がある交差点です。車（自動車、バイク、自転車）

は環道を通ってから、進みたい方向に出て行きます。中央島は車も歩行者も通ることは

できません。道路と道路が直接交差せず、

信号機や一時停止線はありません。

　ヨーロッパやアメリカでは、“ラウンド

アバウト”と呼ばれて早くから導入され

ています。わが国でも、近年数多く造ら

れるようになっています。

環状交差点を示す標識
（青地に白の右回り矢印）

①交差点内の通行が優先

○環状交差点になるとどうなるの？
環状交差点になると次のような効果があるといわれています。

・出会い頭などの重大交通事故の発生が抑えられます。

・災害などにより停電が発生しても、通行に影響がありません。

・信号待ちがなくなります。

・燃料の消費と温暖化ガスの発生が抑えられます。

○車両通行止めのお願い
　環状交差点を造るための工事に伴い、関連する道路を通行止めとさせていただきます

ので、周辺の道路へ迂回してください。

　ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

◇ 通行止めの期間：平成27年10月１日から平成28年３月31日まで（予定）

◇ 通行止めの区間：町道 本田上・横場線と町道 原ヶ崎・西１３号線の下図の区間

一般車両通り抜け不可

【工事に関する問い合わせ先】
　　新潟県三条地域振興局
　　農業振興部　農村整備課
　　0256-36-2274

【左に行くとき】

◇自動車、バイクの通行◇　※自転車は環道の外側の自転車通行帯を右回りで通ってください。

【直進するとき】 【右に行くとき】

環道を１／４周して
出て行きます。

ここで
左合図

環道を半周して出て
行きます。

環道を３／４周して
出て行きます。

　交差点内にいる車（環道を通行している車）が優先ですので、環道に入ろうとす

る車は、徐行して安全を確認しながら、環道を通行する車を妨げないようにして左

折して環道に入ります。また、交差点に入るための合図は必要ありません。

②右回り通行
　環道を通る車はすべて右回り（時計まわり）に通行します。環道内も外側（左寄

り）通行が原則です。

③交差点からの出方
　右回りに通行すると、常に出口は進行方向に向かって左側にくるので、方向指示

器で左折の合図をしながら出ていきます。合図は出る場所のひとつ手前の出口を通

過したときに出します。

田上町に環状交差点ここで
左合図

ここで
左合図

かんどう

わ

11月下旬まで

国道403号線
バイパス工事の為

通
行
止
め
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問い合わせ：役場総務課企画財政係  57-6222問い合わせ：役場町民課住民係  57-6115
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☎025（288）4343　毎日 24時間

問い合わせ：役場保健福祉課  57-6112

　自殺を考える人はサインを発しています。家族や職場の同僚など身近な人は、そのようなサイン

に気がつきやすいものです。家族や周囲の人がこのサインに気づき、声をかけ、話を聞き、専門家

につなぎ、温かく見守ることが自殺予防につながります。身近に話を聞いてくれる人がいること、

孤立・孤独を防ぐことが自殺予防には重要です。

　ある調査によると、自殺した時に何らかの精神疾患を患っていた人が８割を超え、中でもうつ病

だった人の割合が高かったとの報告があります。

　うつ病は決して特別な病気ではなく、誰もがかかる可能性のある病気です。早めに適切な治療を

すれば回復する場合が多いのですが、治療やケアを受けずに放置すると症状が長引き、そのことで

仕事や生活上の問題も長引いて、悪循環におちいってしまいます。

□ 今まで楽しんでやれていたことが、楽しめない

□ これまで楽にできたことが、おっくうに感じられる

□ 自分が役に立つ人間だとは思えない

□ わけもなく疲れたような感じがして、元気がでない

□ なかなか寝付くことができない、夜中に目が覚めたあと眠れない

これらの状況が続くときは、うつ病の可能性が考えられるので、早めの対応が大切になります。

□ 服装が乱れてきた

□ 急にやせた・太った

□ 感情の変化が激しくなった

□ 表情が暗くなった

□ 一人になりたがる

□ 不満・トラブルが増えた

□ 独り言が増えた

□ 他人の視線を気にするようになった

□ ぼんやりしていることが多い

□ ミスや物忘れが多い

□ 体に不自然な傷がある

９月は「新潟県自殺対策推進月間」です９月は「新潟県自殺対策推進月間」です９月は「新潟県自殺対策推進月間」です９月は「新潟県自殺対策推進月間」です
かけがえのない命をみんなで守るため、
　　　　　　　　　　　　　 あなたにもできることがあります

たった一人のあなたです　たったひとつの命です　～新潟県自殺予防対策キャッチフレーズ～

自殺を考えている人は悩みを抱え込みながらもサインを発しています

自殺は予防できる

精神科病院・クリニック・診療所

相　　　　談　　　　機　　　　関

もしかしてうつ？！ こんな症状はありませんか？

うつ病を正しく理解し、自分あるいは周囲の人がうつ病の症状に早く気づい

て適切な対応をすることで、自殺を予防することができると考えられます

　平成26年の全国の自殺者数は25,427人でした。新潟県は、609人で前年より51人減少しましたが、

全国でも４番目に高い死亡率でした。

　田上町の自殺率（人口10万人当たりの自殺者数）は、新潟県平均（26.0）より高く、平成25年は

40.3という高い状況でした。田上町は、20・40歳代男性と80歳以上男女の自殺者が多い現状にあり

ます。

　県では、例年、月別自殺者数が多い９月を「自殺対策推進月間」と定め、重点的に広報活動を展

開し、関係機関が一丸となって「生きるための支援」を展開しています。

『こころの病気の初期サインに気づく』 チェックシート　～周囲の人が気づきやすい変化～

　こころの病気は自分では気づきにくい場合もあります。また、自分で不調に気づいてもこころの

病気だと思っていない場合もあります。

　その人らしくない行動が続いたり、生活面で支障が出ている場合は、早めに専門機関に相談する

よう勧めてください。

○以前と異なる状態が続く場合は、体調などについて聞いてみましょう。

田上診療所（田上町）　　　　☎0256(57)5015

うすき医院（加茂市）　　　　☎0256(52)1261

服部クリニック（加茂市）　　☎0256(53)4680

かおる心療内科（三条市）　　☎0256(32)8080

富樫医院（燕市）　　　　　　☎0256(63)5777

大島病院（三条市）　☎0256-34-1551

白根緑ヶ丘病院（新潟市南区）☎025-372-3105

県立精神医療センター（長岡市）

　　　　　　　　　　　　　☎0258-24-3930

田上町役場保健福祉課

＊こころと身体の健康についての相談を

　保健師がお受けしています。

☎0120（738）556　
毎月 10日午前 8時～翌日午前 8時

三条地域振興局健康福祉環境部（三条保健所）

＊うつ病などこころの健康に関する相談を

　精神保健福祉相談員がお受けしています。

新潟県精神保健福祉センター

＊こころの健康に関する様々な相談を

　精神保健福祉相談員がお受けしています。

新潟いのちの電話　

自殺予防いのちの電話フリーダイヤル

中越いのちとこころの支援センター

こころの相談ダイヤル　

こころの医療機関・相談機関

つらいことをひとりで抱え込まず、相談してください。

誰かに話し、聴いてもらうことで、気持ちが軽くなり、解決のヒントを得ることもできます。

（厚生労働省：「みんなのメンタルヘルス」総合サイト）

☎0256(57)6112

月～金（祝日を除く）8:30～ 17:15

☎0256(36)2363　

月～金（祝日を除く）8:30～ 17:15

☎025（280）0113  

月～金（祝日を除く）8:30～ 17:00

☎0570-783-025　毎日 8:30～ 22:00

☎0258-88-0070　
月～金（祝日を除く）8:30～ 17:15
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県考古学講演会 「行屋崎遺跡の成果」
　８月９日に田上中学校武道場において、奈良大学坂井

秀弥教授をお迎えして県教育委員会主催の講演会が開催

され、県内外から113名の方が来場されました。

　行屋崎遺跡は県内でも珍しい飛鳥時代のものが多く出

土し、上越地方や東北地方との交流もうかがえ、生産的

な様相を呈しており、一般的な集落遺跡とは考えられま

せん。新潟市秋葉区の大沢谷内遺跡と密接な繋がりがあ

ることが分かり、７世紀半ばに成立していることからも

「停足柵」との関連が今後とも注目される遺跡です。

善意をありがとう

田上町消防団訓練演習

　親栄会様より「次代の田上町を担う子どもたちが健やかに生まれ、育つことができるまちづくりの推

進のため」と10万円をご寄附いただきました。

　ご寄附をいただき、誠にありがとうございました。

・第15回全国少年少女空手道選手権大会
　　男子組手

　　水野　朝陽さん（川ノ下）

・第39回全国高等学校総合文化祭滋賀大会
　　小倉百人一首かるた部門

　　近藤真由香さん（川船河）

・平成27年度
　全国高等学校総合体育大会陸上競技大会
　第68回全国高等学校陸上競技対校選手権大会
　　女子砲丸投げ・円盤投げ

　　髙橋　由華さん（川船河）

・第38回全国ＪＯＣジュニアオリンピックカップ
　夏季水泳競技大会
　　50ｍ自由形、100ｍ自由形、200ｍ自由形

　　土橋　　輝さん（羽生田）

・第39回全国高等学校総合文化祭滋賀大会
　　自然科学部門

　　遠藤　　慎さん（羽生田）

・第28回全日本高校・大学ダンスフェスティバル
　　創作コンクール部門

　　清水　郁花さん（川船河）

・第33回少年軟式野球世界大会

　　力石　晟歌さん（曽根）

全国大会出場おめでとう

感電事故にご注意

今月の認知症サポーター

水野さん

土橋さん

近藤さん

遠藤さん

髙橋さん

力石さん

清水さん

２ヶ月児学級
　町では、４月から２か月のお子さんを対象に「２

か月児学級」を行っています。

　この学級では子育ての楽しさや心配事、悩みなど

をお母さんたちが共有して、気持ちをリラックスし

て子育てができるよう応援しています。ぜひご参加

ください。

　左の写真は、８月に開催された２か月児学級に参

加されたお母さんと赤ちゃんです。

　７月28日、三条加茂電気工事協同組合では、毎年

夏場に多発する感電事故に注意してもらうPRのため

町長を表敬訪問されました。安全対策としては、感

電装置・避雷器取付や、たこ足配線の禁止などの方

法があります。ぜひ、ご家庭の状況も確認してみま

しょう。

　８月30日、秋季定期演習が実施されました。役場にて小

型ポンプ操法競技が行われ、各分団が日ごろの練習の成果

を発揮していました。

　７月25日、湯川地区で「認知症サポーター養成講座」が

開催され、22名の新たなサポーターが誕生しました。湯川

地区老人クラブのスローガンは「みんな笑顔で」。普段か

ら家族・ご近所とのお付き合いが大切ですね。

　「認知症サポーター養成講座」は少人数のグループでも

受講可能です。お友達・ご近所で受講して認知症について

理解してみませんか？申し込み、問い合わせは田上町地域

包括支援センター（☎57－6220）までご連絡ください。

①母の名前　②赤ちゃんの名前・読み方　③名前の由来など

　　あさ ひ

 ま　ゆ　か

　　 ゆ　か

　 ひかる

　　しん

あや か

せい か

①佐藤　晃子
②仁美・ひとみ
③人として慈しみの心、他人を
　思いやることのできる、人徳
　のある子に育ってほしい。

①遠藤　真理
②拓真・たくま
③たくましくなります
　ように。

①本田育子
②紘己・こうき
③広い心を持ってほしい。

ぬたりのさく
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問い合わせ：役場総務課庶務防災係　　57-6222
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駐車場

側溝

通常の測定範囲内(0.016～0.16マイクロシーベルト/毎時)
測定結果（マイクロシーベルト/毎時）

天　候測定場所

田上町役場 晴れ14時00分～

測定日時
8月19日

放射線測定結果をお知らせします

今月 先月

■測定結果（通常の範囲内でした）

平日：午後３時～８時

田上丁1641-3（前川踏切近く）
【問い合わせ】080-5185-4959

弥次郎兵衛
肩こり６分

随時受付
国道403号線

コメリ
田上店様

403号バイパス

←至加茂 至新潟→

信越本線

弥次郎兵衛
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に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
矢
部
直
一
さ
ん
は
、
10
年
５
ヶ
月

に
わ
た
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
長
い

間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
係

　
　☎
57
―
６
１
１
２

　
９
月
17
日
（
木
）
、
加
茂
市
若
宮

公
園
で
予
定
し
て
い
た
「
県
消
防
防

災
航
空
隊
（
防
災
ヘ
リ
）
」
と
の
連

携
訓
練
は
、
消
防
防
災
航
空
隊
の
都

合
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
ご

理
解
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
加
茂
地
域
消
防
本
部
警
防
課

　
　☎
52
―
１
７
７
０

　
町
内
在
住
の
原
則
65
歳
以
上
を
対

象
に
、
毎
月
開
催
し
ま
す
。
事
前
申

込
が
必
要
で
す
。

▽
日
時
　
10
月
10
日（
土
）、
11
月
14

　
日（
土
）、
12
月
12
日（
土
）

　
午
前
９
時
～
正
午

※
１
回
の
相
談
時
間
は
１
時
間
程
度

▽
会
場

　
広
域
養
護
老
人
ホ
ー
ム
県
央
寮

▽
内
容
　
県
央
寮
職
員
と
の
面
談
、

　
施
設
見
学

▽
入
居
要
件

①
環
境
上
の
事
情
　
住
居
ま
た
は
家

　
族
の
状
況
で
在
宅
生
活
が
困
難
な

　
方

②
経
済
上
の
事
情
　
本
人
の
属
す
る

　
世
帯
が
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
、

　
ま
た
は
市
町
村
民
税
の
所
得
割
が

　
非
課
税
の
方
。
災
害
そ
の
他
の
事

　
情
で
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
方

③
健
康
状
態
　
入
院
加
療
を
要
す
る

　
状
態
で
な
く
、
寮
生
活
に
必
要
な

　
日
常
生
活
の
自
立
が
で
き
る
方

▽
申
込
方
法
　
土
・
日
、
祝
日
を
除

　
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
に

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
相
談
時
間
は
申
込
時
に
調
整
し
ま

　
す
。
申
込
多
数
の
場
合
、
別
の
日

　
程
で
調
整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
広
域
養
護
老
人
ホ
ー
ム
県
央
寮

　
　☎
34
―
１
０
１
０

　
田
上
町
商
工
会
で
は
、
平
成
31
年

の
道
の
駅
開
業
予
定
に
併
せ
て
、
町

の
に
ぎ
わ
い
創
出
と
地
域
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
組

合
、「
田
上
町
道
の
駅
に
ぎ
わ
い
創
出

組
合（
仮
称
）」
の
設
立
を
計
画
し
て

い
ま
す
。そ
れ
に
伴
い
、設
立
に
係
る

説
明
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　
本
説
明
会
は
、
組
合
に
参
加
す
る

こ
と
を
確
約
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
９
月
28
日
（
月
）

　
午
後
６
時
～

▽
会
場

　
田
上
町
商
工
会
　
２
階
研
修
室

▽
申
込
期
限
　
９
月
25
日（
金
）ま
で

※
当
日
の
参
加
も
可
能
で
す
が
、
会

　
場
準
備
の
都
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

　
で
き
る
だ
け
事
前
に
お
申
し
込
み

　
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
田
上
町
商
工
会

　
　☎
57
―
２
２
９
１

　
９
月
24
日
～
30
日
は
「
結
核
予
防

週
間
」
で
す
。
結
核
は
昔
の
病
気
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
平
成
26
年
に

は
、
県
内
で
新
た
に
２
１
４
人
の
方

が
結
核
と
診
断
さ
れ
て
お
り
、
今
も

ま
だ
あ
る
病
気
で
す
。

　
結
核
は
、
結
核
菌
に
よ
っ
て
肺
に

炎
症
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
症
状
は

咳
や
微
熱
と
い
っ
た
風
邪
の
症
状
と

よ
く
似
て
い
ま
す
が
、
結
核
の
場
合

は
、
風
邪
と
違
っ
て
そ
れ
ら
の
症
状

が
長
く
続
き
、
な
か
な
か
治
ら
な
い

こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
診
断
が
遅
れ
る
と
、
た
ん
の
中
に

結
核
菌
が
で
て
き
て
、
せ
き
や
く
し

ゃ
み
を
し
た
時
に
空
中
に
飛
び
出
し

ま
す
。
そ
れ
を
周
囲
の
人
が
吸
い
込

ん
で
し
ま
う
と
、そ
の
人
に
も
結
核
菌

の
感
染
が
広
が
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
結
核
は
薬
を
飲
め
ば
治
る
病
気
で

す
。
風
邪
の
よ
う
な
症
状
が
２
週
間

以
上
続
く
場
合
は
、
早
め
に
医
療
機

関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
県
三
条
地
域
振
興
局

　
健
康
福
祉
環
境
部

　
　☎
36
―
２
３
６
２

　
労
働
者
、
事
業
者
を
問
わ
ず
、
労

働
委
員
会
の
委
員
が
、
労
使
間
の
問

題
解
決
に
向
け
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
。

　
相
談
に
は
、
労
使
関
係
に
豊
富
な

知
識
や
経
験
が
あ
る
公
益
委
員
（
弁

護
士
等
）・
労
働
者
委
員（
労
働
組
合

役
員
等
）・
使
用
者
委
員（
会
社
役
員

等
）
で
す
。

▽
日
時
　
10
月
25
日
（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

▽
開
催
場
所

　
県
庁
16
階
　
県
労
働
委
員
会

▽
内
容
　
解
雇
、
賃
金
未
払
い
、
退

　
職
金
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
労
使
間

　
の
ト
ラ
ブ
ル

※
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
事
前
に
連
絡
が
無
い
場
合
、
承
れ

　
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
５
４
６

▽
日
時
　
９
月
27
日
（
日
）

　
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

▽
会
場

　
三
条
市
総
合
運
動
公
園
芝
生
広
場

▽
内
容

・
純
粋
犬
紹
介

・
愛
犬
と
一
緒
に
遊
ぼ
う

・
家
庭
犬
し
つ
け
相
談
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　
県
三
条
地
域
振
興
局

　
健
康
福
祉
環
境
部

　
　☎
36
―
２
３
６
６
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「
県
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

連
携
訓
練
」中
止
に
つ
い
て

「
田
上
町
道
の
駅
に
ぎ
わ
い
創
出
組

合（
仮
称
）」設
立
説
明
会
を
開
催

長
引
く
咳
に
ご
注
意
！

　　　　～
結
核
予
防
週
間
～

第
３１
回
　県
央
地
区

　　　　動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

下
横
場
・
上
横
場
地
区
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

交
代
さ
れ
ま
し
た

１０
月
１
日
は「
法
の
日
」

暮
ら
し
の
行
政
困
り
ご
と
相
談

県
央
寮
入
所
相
談
会

休
日
労
働
ト
ラ
ブ
ル
相
談
会
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水回り、電気のことなら

TEL 57-2068　　FAX 57-2328

一級電気工事施工管理技士事務所

一級管工事施工管理技士事務所

志田電氣㈱

有
料
広
告

 

問い合わせ：役場総務課庶務防災係　　57-6222
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地上１ｍ

地上50cm

地上10cm

底面10cm

駐車場

側溝

通常の測定範囲内(0.016～0.16マイクロシーベルト/毎時)
測定結果（マイクロシーベルト/毎時）

天　候測定場所

田上町役場 晴れ14時00分～

測定日時
8月19日

放射線測定結果をお知らせします

今月 先月

■測定結果（通常の範囲内でした）

平日：午後３時～８時

田上丁1641-3（前川踏切近く）
【問い合わせ】080-5185-4959

弥次郎兵衛
肩こり６分

随時受付
国道403号線

コメリ
田上店様

403号バイパス

←至加茂 至新潟→

信越本線

弥次郎兵衛

　
「
法
の
日
」
週
間
「
く
ら
し
の
無

料
相
談
所
」
を
解
説
し
ま
す
。
（
行

政
相
談
も
同
時
開
設
）

▽
日
時
　
10
月
９
日
（
金
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
会
場
　
羽
生
田
公
民
館

▽
内
容
　
土
地
・
建
物
の
売
買
、
相

　
続
、
抵
当
権
設
定
、
土
地
境
界
の

　
問
題
、
会
社
の
設
立
、
戸
籍
、
親

　
族
間
の
も
め
ご
と
悩
み
ご
と
、
い

　
じ
め
、
不
登
校
、
体
罰
、
虐
待
な

　
ど
の
人
権
問
題
、金
銭
問
題
な
ど
。

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

　
ら
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
役
場
町
民
課
住
民
係

　
　☎
57
―
６
１
１
５

　
総
務
省
で
は
、
燕
市
で
「
暮
ら
し

の
行
政
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

▽
日
時
　
10
月
28
日
（
水
）

　
午
後
１
時
～
４
時

▽
会
場
　
燕
市
役
所

▽
相
談
内
容
例

・
土
地
を
分
割
し
た
場
合
の
登
記
は

　
ど
の
よ
う
に
行
え
ば
よ
い
か

・
女
性
で
あ
る
私
と
男
性
従
業
員
の

　
給
料
に
大
き
な
格
差
が
あ
る
の
は

　
納
得
で
き
な
い

・
年
金
の
手
続
き
が
分
か
ら
な
い
の

　
で
、
改
善
し
て
欲
し
い

・
道
路
に
段
差
が
あ
っ
て
危
な
い
の

　
で
、
改
善
し
て
欲
し
い

　
な
ど
、
国
・
県
・
市
町
村
の
行
政

機
関
全
般
に
対
す
る
苦
情
、
意
見
・

要
望
等
を
承
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
総
務
省
新
潟
行
政
評
価
事
務
所

　
　☎
０
５
７
０
―
０
９
０
１
１
０

　
下
横
場
・
上
横
場
地
区
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
、
前
任
の
矢
部
直

一
さ
ん
か
ら
横
山
貞
男
さ
ん
（
８
月

１
日
委
嘱
）
へ
交
代
さ
れ
ま
し
た
。

生
活
援
助
や
福
祉
関
係
で
困
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
矢
部
直
一
さ
ん
は
、
10
年
５
ヶ
月

に
わ
た
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
長
い

間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
係

　
　☎
57
―
６
１
１
２

　
９
月
17
日
（
木
）
、
加
茂
市
若
宮

公
園
で
予
定
し
て
い
た
「
県
消
防
防

災
航
空
隊
（
防
災
ヘ
リ
）
」
と
の
連

携
訓
練
は
、
消
防
防
災
航
空
隊
の
都

合
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
ご

理
解
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
加
茂
地
域
消
防
本
部
警
防
課

　
　☎
52
―
１
７
７
０

　
町
内
在
住
の
原
則
65
歳
以
上
を
対

象
に
、
毎
月
開
催
し
ま
す
。
事
前
申

込
が
必
要
で
す
。

▽
日
時
　
10
月
10
日（
土
）、
11
月
14

　
日（
土
）、
12
月
12
日（
土
）

　
午
前
９
時
～
正
午

※
１
回
の
相
談
時
間
は
１
時
間
程
度

▽
会
場

　
広
域
養
護
老
人
ホ
ー
ム
県
央
寮

▽
内
容
　
県
央
寮
職
員
と
の
面
談
、

　
施
設
見
学

▽
入
居
要
件

①
環
境
上
の
事
情
　
住
居
ま
た
は
家

　
族
の
状
況
で
在
宅
生
活
が
困
難
な

　
方

②
経
済
上
の
事
情
　
本
人
の
属
す
る

　
世
帯
が
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
、

　
ま
た
は
市
町
村
民
税
の
所
得
割
が

　
非
課
税
の
方
。
災
害
そ
の
他
の
事

　
情
で
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
方

③
健
康
状
態
　
入
院
加
療
を
要
す
る

　
状
態
で
な
く
、
寮
生
活
に
必
要
な

　
日
常
生
活
の
自
立
が
で
き
る
方

▽
申
込
方
法
　
土
・
日
、
祝
日
を
除

　
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
に

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
相
談
時
間
は
申
込
時
に
調
整
し
ま

　
す
。
申
込
多
数
の
場
合
、
別
の
日

　
程
で
調
整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
広
域
養
護
老
人
ホ
ー
ム
県
央
寮

　
　☎
34
―
１
０
１
０

　
田
上
町
商
工
会
で
は
、
平
成
31
年

の
道
の
駅
開
業
予
定
に
併
せ
て
、
町

の
に
ぎ
わ
い
創
出
と
地
域
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
組

合
、「
田
上
町
道
の
駅
に
ぎ
わ
い
創
出

組
合（
仮
称
）」
の
設
立
を
計
画
し
て

い
ま
す
。そ
れ
に
伴
い
、設
立
に
係
る

説
明
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　
本
説
明
会
は
、
組
合
に
参
加
す
る

こ
と
を
確
約
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
９
月
28
日
（
月
）

　
午
後
６
時
～

▽
会
場

　
田
上
町
商
工
会
　
２
階
研
修
室

▽
申
込
期
限
　
９
月
25
日（
金
）ま
で

※
当
日
の
参
加
も
可
能
で
す
が
、
会

　
場
準
備
の
都
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

　
で
き
る
だ
け
事
前
に
お
申
し
込
み

　
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
田
上
町
商
工
会

　
　☎
57
―
２
２
９
１

　
９
月
24
日
～
30
日
は
「
結
核
予
防

週
間
」
で
す
。
結
核
は
昔
の
病
気
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
平
成
26
年
に

は
、
県
内
で
新
た
に
２
１
４
人
の
方

が
結
核
と
診
断
さ
れ
て
お
り
、
今
も

ま
だ
あ
る
病
気
で
す
。

　
結
核
は
、
結
核
菌
に
よ
っ
て
肺
に

炎
症
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
症
状
は

咳
や
微
熱
と
い
っ
た
風
邪
の
症
状
と

よ
く
似
て
い
ま
す
が
、
結
核
の
場
合

は
、
風
邪
と
違
っ
て
そ
れ
ら
の
症
状

が
長
く
続
き
、
な
か
な
か
治
ら
な
い

こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
診
断
が
遅
れ
る
と
、
た
ん
の
中
に

結
核
菌
が
で
て
き
て
、
せ
き
や
く
し

ゃ
み
を
し
た
時
に
空
中
に
飛
び
出
し

ま
す
。
そ
れ
を
周
囲
の
人
が
吸
い
込

ん
で
し
ま
う
と
、そ
の
人
に
も
結
核
菌

の
感
染
が
広
が
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
結
核
は
薬
を
飲
め
ば
治
る
病
気
で

す
。
風
邪
の
よ
う
な
症
状
が
２
週
間

以
上
続
く
場
合
は
、
早
め
に
医
療
機

関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
県
三
条
地
域
振
興
局

　
健
康
福
祉
環
境
部

　
　☎
36
―
２
３
６
２

　
労
働
者
、
事
業
者
を
問
わ
ず
、
労

働
委
員
会
の
委
員
が
、
労
使
間
の
問

題
解
決
に
向
け
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
。

　
相
談
に
は
、
労
使
関
係
に
豊
富
な

知
識
や
経
験
が
あ
る
公
益
委
員
（
弁

護
士
等
）・
労
働
者
委
員（
労
働
組
合

役
員
等
）・
使
用
者
委
員（
会
社
役
員

等
）
で
す
。

▽
日
時
　
10
月
25
日
（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

▽
開
催
場
所

　
県
庁
16
階
　
県
労
働
委
員
会

▽
内
容
　
解
雇
、
賃
金
未
払
い
、
退

　
職
金
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
労
使
間

　
の
ト
ラ
ブ
ル

※
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
事
前
に
連
絡
が
無
い
場
合
、
承
れ

　
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
５
４
６

▽
日
時
　
９
月
27
日
（
日
）

　
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

▽
会
場

　
三
条
市
総
合
運
動
公
園
芝
生
広
場

▽
内
容

・
純
粋
犬
紹
介

・
愛
犬
と
一
緒
に
遊
ぼ
う

・
家
庭
犬
し
つ
け
相
談
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　
県
三
条
地
域
振
興
局

　
健
康
福
祉
環
境
部

　
　☎
36
―
２
３
６
６
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「
県
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

連
携
訓
練
」中
止
に
つ
い
て

「
田
上
町
道
の
駅
に
ぎ
わ
い
創
出
組

合（
仮
称
）」設
立
説
明
会
を
開
催

長
引
く
咳
に
ご
注
意
！

　　　　～
結
核
予
防
週
間
～

第
３１
回
　県
央
地
区

　　　　動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

下
横
場
・
上
横
場
地
区
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

交
代
さ
れ
ま
し
た

１０
月
１
日
は「
法
の
日
」

暮
ら
し
の
行
政
困
り
ご
と
相
談

県
央
寮
入
所
相
談
会

休
日
労
働
ト
ラ
ブ
ル
相
談
会
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告

有
料
広
告

街場の秘境

鯉料理・山菜料理

十割そば（手打ち）

五泉市刈羽乙1360  大沢峠・鍾乳洞近く

☎0256-57-2971問い合わせ：役場総務課少子化対策推進係  57-6222

町外5,000円（1枠1か月）

町内3,000円（1枠1か月）

町外5,000円（1枠1か月）

有料広告募集中！
ぜひ、ＰＲの場に活用してみませんか？

町の広報媒体を活用して大きな宣伝効果が期待できます。
広報きずな・ホームページに掲載する広告を募集中です！

申込・問い合わせ：役場総務課企画財政係　☎５７－６２２２

町内3,000円（1枠1か月）〔掲載料〕

　平成22年の国勢調査において、日本の人口は
１億2,805万7,352人で、前回（平成17年）から
わずかに増加しました。しかし、人口が増えた
都道府県は９都道府県のみで、国勢調査を実施
するごとに人口が増えた都道府県の数は減って
います。
　人口構造から見ても、若年層が少なく高齢者
の割合が高いことから、人口が減少していくこ
とは、容易に予想されます。実際、国立社会保
障・人口問題研究所が公表している将来人口推
計では、2060年（平成72年）には、約8,700万
人になると見込まれています。

問い合わせ：役場保健福祉課　　57-6112

問い合わせ：役場総務課　　57-6222

　思春期の子どもたちの心を癒し、豊かな人間関係を築いてもらうことを目的に、町

ＰＴＡ連絡協議会、田上中学校ＰＴＡ厚生部、“社会を明るくする運動”田上町実施

委員会との共催でこころの健康づくり保健講演会を開催します。

保健講演会保健講演会

携帯電話へのメール配信サービス
毎月1日・16日は行政情報、緊急性の高い情報（緊急情報、不審者情報）は随時配信。
また、季節に応じて除雪情報なども情報提供します。下記メールアドレスに空メールを送り、
登録画面から欲しい情報を選択してください。
※氏名、年代、性別、居住地は必須ではありませんが、差し支えなければご回答ください。  （今後の配信サービスの内容向上に役立てます。）

※登録無料。ただし、別途通信料がかかります。
「b.bme.jp」・「tagami.ed.jp」をドメイン指定してください。「p-tagami@b.bme.jp」

QRコードからでもメール
アドレスを取得できます。

講師　新潟日報社　読者ふれあいセンター

　　　　　　　　　　　　　部　長　　原　　正　紀　氏

こころの健康づくりこころの健康づくり

日時 10月2日（金）　午後2時～3時30分

会場 田上中学校　体育館

テーマ 『みんなで納得  新聞の深読み』『みんなで納得  新聞の深読み』

※どなたでも講演会に参加できます。申し込み不要、参加費無料です。

　皆さんお気軽にお越しください。

地域を元気にして未来を輝かせる「地方創生」は、この町に住むみなさんが主役です。
「地方創生」についてご意見等、みなさんの「声」をお聞かせください。

すでに田上町を含め、地方は「地方創生」に取り組んできていたのです。

　国は、人口減少に対応するため、「長期ビジョン」と「総合戦略」を策定しました。2060年に8,700万人にな
ると見込まれる人口を1億人に留めようという目標を立て、そのためには「地方創生」が重要としています。

　～地方創生～
　今や聞き慣れた言葉となりましたが、みなさんはどんなことか知っていますか？

　「地方創生」とは
　　各地域がそれぞれの特徴を活かした自律的で持続的な社会を創生する
　ということです。
　つまり、「地方から元気になって、日本全体を元気にしよう」ということを言っています。
　全国で「地方創生」により地方経済を振興し、若者を中心に地方の人が地元で職を得て、豊かに暮らせる
ようにしよう、そして人口減少対策にもしていこうとしています。

　しかし、地方は今までも人口減少問題に取り組んでいました。人口減少問題は、身近にあったからです。
　町でも、以前より少子化・定住対策事業に取り組んでおり、昨年はこれから取り組むべき事業を定めた「少
子化・定住対策推進プラン」を決定しました。（「きずな」平成27年３月号をご覧ください。）
　また、「地域が元気になれば、町も元気に！」ということで地域に飛び出し、地域と一緒になってその地
域を元気にする取り組みも実施してきました。

そうです！

　しかし、町の人口は、年間約100人のペースで
減少しています。
　このまま何もしなければ、国と同様に人口は大
幅に減り、2060年には5,126人となると推計され
ています。
　その事実を直視し、人口減少に立ち向かい、田
上町を元気にするため、町民の代表15人と共に「地
方創生」にむけた「人口ビジョン」と「総合戦略」
の策定に取り組んでいます。
（内容等は、今後お知らせしていきます。）

～地方創生に
　　　向けて～いま求められる「地域の元気！」いま求められる「地域の元気！」

日本の人口は減少する！

地域が元気になれば、町も元気に！  町（地方）の元気は、日本全体の元気へ！！

「地方創生」は人口減少を食い止める救世主？

田上町の人口推移
（国立社会保障・人口問題研究所 推計）

我が国の人口の推移と長期的な見通し
（国の長期人口ビジョンより）
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「日本の将来推計人口（平成24年1月推計）」（出生中位・死亡中位）

合計特殊出生率が上昇した場合（2030年1.8程度、2040年2.07程度）

（参考1）合計特殊出生率が2035年に1.8程度、2045年に2.07程度となった場合

（参考2）合計特殊出生率が2040年に1.8程度、2050年に2.07程度となった場合
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問い合わせ：役場総務課企画財政係  57-6222
問い合わせ：役場町民課保険係  57-6115 ・ 役場保健福祉課保健係  57-6112

〇「調査員証」を首から下げています。

〇 腕には「腕章」をしています。

　以上の２つを携行して、調査票の配布や回収など、１世帯１世帯を訪問し、

調査します。また、調査員は、総務大臣から任命された非常勤の国家公務員

です。

平成27年国勢調査がいよいよスタート！
調査の実施にあたり、次の点にご注意ください

平成27年国勢調査がいよいよスタート！
調査の実施にあたり、次の点にご注意ください6、7月に受けることができなかった方を対象に、下記の日程で健康診査を実施します。

この機会にぜひ健診を受診しましょう。

①40～74歳の田上町国民健康保険加入者の方は、６月に配布しました「特定健康診査受診券」および「特
　定健康診査受診票」、「健康保険証」をお持ちになり会場にお越しください。
②75歳以上（後期高齢者医療制度の加入者）の健康診査の受診を希望された方は、６月に配布しました「特
　定健康診査受診票」、「健康保険証」をお持ちになり、会場にお越しください。
③39歳以下の健康診査の受診を希望された方は、６月に配布しました「特定健康診査受診票」をお持ちに
　なり、会場にお越しください。
④40～74歳の社会保険等の被扶養者の方で、健康診査の受診を希望の方は役場保健福祉課までお申込みく
　ださい。
☆①、②、③の方で配布済みの「特定健康診査受診票」を失くされた方でも、健診を受けることができま
　すので、保健福祉課までお問い合わせください。
（注）今年度、人間ドックを受診した方は、今回は対象になりませんのでご注意ください。

○基本項目：質問項目、身体測定（身長・体重・ＢＭＩ・腹囲）、尿検査、血圧測定、血液検査（脂質・
　血糖・肝機能・貧血）
○詳細項目：心電図、眼底検査（医師が必要と認めた方・40歳以上で希望する方）
 ※ 同時実施検診：胸部レントゲン検診・肝炎ウイルス検診・前立腺がん検診

☆同時実施検診
　・胸部レントゲン検診：無料　　・肝炎ウイルス検診：800円　　・前立腺がん検診：500円　　

40～69歳の田上町国民健康保険加入者の方　
40～69歳の社会保険等の被扶養者の方　
70歳以上の方
39歳以下の方

対　　　象　　　者

月　　日

１０月１６日（金）
午前９時～１１時３０分
午後１時～２時

保健福祉センター

受　付　時　間 会　　場

基本項目
800円

保険者より通知
無料

800円

詳細項目
500円
500円
無料

※ご回答いただいた内容（個人情報）については、厳格に保護されます。

　国勢調査に従事する者には、統計法による守秘義務が課せられています。

　近年、世帯を対象とした統計調査において、かたり調査が多発しています。「かたり調査」とは、

国勢調査等、行政機関が行う統計調査であるかのような、紛らわしい表示や説明をして、世帯等から

個人情報等を詐取する行為のことです。

　「かたり調査」は、統計調査の実施を妨げるだけでなく、詐欺やその他の犯罪にも繋がりかねない

ので、ご注意ください。かたり調査と疑われる場合は、役場総務課企画財政係までご連絡ください。

〔事例〕「国勢調査を行っている」との電話が一般の世帯に対してあり、取引先の銀行や1,000万円以

　　　　上の預金があるかどうかを聞かれた。⇒国勢調査には、預金、収入に関する調査事項はあり

　　　　ません。

設置期間：10月31日まで

受付時間：午前８時～午後９時（土・日・祝日にもご利用になれます）

※おかけ間違いのないようにご注意ください。

※ナビダイヤルの通話料金は、一般の固定電話の場合、全国一律に市内通話料金でご利用いただけ

　ます。携帯電話・ＰＨＳの場合、それぞれ所定の通話料金となります。

※ＩＰ電話用電話番号の通話料金は、所定の通話料金となります。

！かたり調査にご注意ください！

９月１０日以降に、皆さんの世帯を回る調査員とは、どんな人？

調査について、わからないことや
　　　　　　　　　　　　　　困ったことがあった時は・・・
下記の連絡先まで、お問い合わせください。

　国勢調査コールセンター　☎０５７０-０７-２０１５

　　　　　ＩＰ電話の場合　☎０３-４３３０-２０１５

特定健診の受け方

日　程

内　容

料　金

その他
健康手帳をお持ちの方は、当日お持ちください。
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問い合わせ：役場総務課企画財政係  57-6222
問い合わせ：役場町民課保険係  57-6115 ・ 役場保健福祉課保健係  57-6112

〇「調査員証」を首から下げています。

〇 腕には「腕章」をしています。

　以上の２つを携行して、調査票の配布や回収など、１世帯１世帯を訪問し、

調査します。また、調査員は、総務大臣から任命された非常勤の国家公務員

です。

平成27年国勢調査がいよいよスタート！
調査の実施にあたり、次の点にご注意ください

平成27年国勢調査がいよいよスタート！
調査の実施にあたり、次の点にご注意ください6、7月に受けることができなかった方を対象に、下記の日程で健康診査を実施します。

この機会にぜひ健診を受診しましょう。

①40～74歳の田上町国民健康保険加入者の方は、６月に配布しました「特定健康診査受診券」および「特
　定健康診査受診票」、「健康保険証」をお持ちになり会場にお越しください。
②75歳以上（後期高齢者医療制度の加入者）の健康診査の受診を希望された方は、６月に配布しました「特
　定健康診査受診票」、「健康保険証」をお持ちになり、会場にお越しください。
③39歳以下の健康診査の受診を希望された方は、６月に配布しました「特定健康診査受診票」をお持ちに
　なり、会場にお越しください。
④40～74歳の社会保険等の被扶養者の方で、健康診査の受診を希望の方は役場保健福祉課までお申込みく
　ださい。
☆①、②、③の方で配布済みの「特定健康診査受診票」を失くされた方でも、健診を受けることができま
　すので、保健福祉課までお問い合わせください。
（注）今年度、人間ドックを受診した方は、今回は対象になりませんのでご注意ください。

○基本項目：質問項目、身体測定（身長・体重・ＢＭＩ・腹囲）、尿検査、血圧測定、血液検査（脂質・
　血糖・肝機能・貧血）
○詳細項目：心電図、眼底検査（医師が必要と認めた方・40歳以上で希望する方）
 ※ 同時実施検診：胸部レントゲン検診・肝炎ウイルス検診・前立腺がん検診

☆同時実施検診
　・胸部レントゲン検診：無料　　・肝炎ウイルス検診：800円　　・前立腺がん検診：500円　　

40～69歳の田上町国民健康保険加入者の方　
40～69歳の社会保険等の被扶養者の方　
70歳以上の方
39歳以下の方

対　　　象　　　者

月　　日

１０月１６日（金）
午前９時～１１時３０分
午後１時～２時

保健福祉センター

受　付　時　間 会　　場

基本項目
800円

保険者より通知
無料

800円

詳細項目
500円
500円
無料

※ご回答いただいた内容（個人情報）については、厳格に保護されます。

　国勢調査に従事する者には、統計法による守秘義務が課せられています。

　近年、世帯を対象とした統計調査において、かたり調査が多発しています。「かたり調査」とは、

国勢調査等、行政機関が行う統計調査であるかのような、紛らわしい表示や説明をして、世帯等から

個人情報等を詐取する行為のことです。

　「かたり調査」は、統計調査の実施を妨げるだけでなく、詐欺やその他の犯罪にも繋がりかねない

ので、ご注意ください。かたり調査と疑われる場合は、役場総務課企画財政係までご連絡ください。

〔事例〕「国勢調査を行っている」との電話が一般の世帯に対してあり、取引先の銀行や1,000万円以

　　　　上の預金があるかどうかを聞かれた。⇒国勢調査には、預金、収入に関する調査事項はあり

　　　　ません。

設置期間：10月31日まで

受付時間：午前８時～午後９時（土・日・祝日にもご利用になれます）

※おかけ間違いのないようにご注意ください。

※ナビダイヤルの通話料金は、一般の固定電話の場合、全国一律に市内通話料金でご利用いただけ

　ます。携帯電話・ＰＨＳの場合、それぞれ所定の通話料金となります。

※ＩＰ電話用電話番号の通話料金は、所定の通話料金となります。

！かたり調査にご注意ください！

９月１０日以降に、皆さんの世帯を回る調査員とは、どんな人？

調査について、わからないことや
　　　　　　　　　　　　　　困ったことがあった時は・・・
下記の連絡先まで、お問い合わせください。

　国勢調査コールセンター　☎０５７０-０７-２０１５

　　　　　ＩＰ電話の場合　☎０３-４３３０-２０１５

特定健診の受け方

日　程

内　容

料　金

その他
健康手帳をお持ちの方は、当日お持ちください。
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問い合わせ：役場町民課住民係 57-6115 ・ 県動物愛護センター 0258-21-5501

問い合わせ：町地域包括支援センター　57-6220

　６月号から「在宅医療」（訪問診療等）

について掲載しています。今回は、「在宅

医療とは？」「在宅医療を受けることが

できる方」について紹介します。

　「在宅医療」とは、通院が不可能な患

者さんのご自宅に医師が訪問して診療す

るものです。在宅医療は「自宅にいる」

ことを最優先する方のためのものです。

自宅にいて家族、知人との交流があり、

住み慣れた場にいることの快適さ、安心

感をそのまま、医療を受けることが在宅

医療の本質です。

　「在宅医療を受けることができる方」

は、通院困難な患者さんで病状が比較的

落ち着いている方です。病気や障害の種

類に関係ありません。実際に、小児を含

め外出困難な難病の方や、がんを患って

いる方、寝たきりの方などに、在宅医療

が提供されています。自宅で過ごしてい

る方がほとんどですが、施設に居住され

ていて、その施設に医療従事者が訪問さ

れてる方もいらっしゃいます。

　在宅医療について、ご不明な点がござ

いましたら、地域包括支援センターまで

お問い合わせください。

　猫を迷惑に思っている方もいるとは思いますが、猫も被害者なのです。元飼い猫が、心ない飼い

主に捨てられ、つらく厳しい「のら生活」を送っているのです。外猫は寒さや病気、交通事故のた

め、寿命は３～５年ほどと言われています。繁殖さえしなければ、長い間迷惑をかけるものではあ

りません。憎むばかりでなく、温かく見守ってください。

　動物愛護センターには行き場のない猫たちが年間1,000匹以上収容されます。なぜ、センターに来

るのでしょう？

　県内でも、迷い猫に餌をあげていたら出産し、それを放置していたら１年で20匹以上になってし

まったとの相談が寄せられています。餌を与えるなら、猫の保護者として必ず不妊去勢手術を行い、

ご近所に迷惑にならないようトイレを作ってフンやオシッコの面倒も見てあげてください。

　猫は犬と違い、首輪を着けたりつないで飼うことが法律で義務付けられていないため、のら猫と

飼い猫との見分けをすることは、ほぼ不可能です。

　また、処分目的で勝手にのら猫と判断して捕獲することは「動物虐待」にあたることから、動物

愛護センターや保健所、役場では猫の捕獲はしていません。

それは、「猫にとってすみやすい環境」にあるということです。

１）誰かがエサをあげている。

　　※エサを与えている方も、買い主と同様に猫の管理者として責任があります。

２）飼い猫のエサをあさっている。

３）家庭から出される食べ残しが、ごみステーションや畑に放置されている。

「のら猫や近所の飼い猫が、フンをしたり住居へ侵入して困っている」
などの話を耳にします。

のら猫が住み着く原因

行政の対応

猫をふやさないで！

猫のご近所のみなさまへ

のら猫のフンなどで
　　　　お困りの方へ
のら猫のフンなどで
　　　　お困りの方へ
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問い合わせ：役場町民課住民係 57-6115 ・ 県動物愛護センター 0258-21-5501

問い合わせ：町地域包括支援センター　57-6220

　６月号から「在宅医療」（訪問診療等）

について掲載しています。今回は、「在宅

医療とは？」「在宅医療を受けることが

できる方」について紹介します。

　「在宅医療」とは、通院が不可能な患

者さんのご自宅に医師が訪問して診療す

るものです。在宅医療は「自宅にいる」

ことを最優先する方のためのものです。

自宅にいて家族、知人との交流があり、

住み慣れた場にいることの快適さ、安心

感をそのまま、医療を受けることが在宅

医療の本質です。

　「在宅医療を受けることができる方」

は、通院困難な患者さんで病状が比較的

落ち着いている方です。病気や障害の種

類に関係ありません。実際に、小児を含

め外出困難な難病の方や、がんを患って

いる方、寝たきりの方などに、在宅医療

が提供されています。自宅で過ごしてい

る方がほとんどですが、施設に居住され

ていて、その施設に医療従事者が訪問さ

れてる方もいらっしゃいます。

　在宅医療について、ご不明な点がござ

いましたら、地域包括支援センターまで

お問い合わせください。

　猫を迷惑に思っている方もいるとは思いますが、猫も被害者なのです。元飼い猫が、心ない飼い

主に捨てられ、つらく厳しい「のら生活」を送っているのです。外猫は寒さや病気、交通事故のた

め、寿命は３～５年ほどと言われています。繁殖さえしなければ、長い間迷惑をかけるものではあ

りません。憎むばかりでなく、温かく見守ってください。

　動物愛護センターには行き場のない猫たちが年間1,000匹以上収容されます。なぜ、センターに来

るのでしょう？

　県内でも、迷い猫に餌をあげていたら出産し、それを放置していたら１年で20匹以上になってし

まったとの相談が寄せられています。餌を与えるなら、猫の保護者として必ず不妊去勢手術を行い、

ご近所に迷惑にならないようトイレを作ってフンやオシッコの面倒も見てあげてください。

　猫は犬と違い、首輪を着けたりつないで飼うことが法律で義務付けられていないため、のら猫と

飼い猫との見分けをすることは、ほぼ不可能です。

　また、処分目的で勝手にのら猫と判断して捕獲することは「動物虐待」にあたることから、動物

愛護センターや保健所、役場では猫の捕獲はしていません。

それは、「猫にとってすみやすい環境」にあるということです。

１）誰かがエサをあげている。

　　※エサを与えている方も、買い主と同様に猫の管理者として責任があります。

２）飼い猫のエサをあさっている。

３）家庭から出される食べ残しが、ごみステーションや畑に放置されている。

「のら猫や近所の飼い猫が、フンをしたり住居へ侵入して困っている」
などの話を耳にします。

のら猫が住み着く原因

行政の対応

猫をふやさないで！

猫のご近所のみなさまへ

のら猫のフンなどで
　　　　お困りの方へ
のら猫のフンなどで
　　　　お困りの方へ
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で

も
ロ
ン
ド
ン
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
の
２
～
３
倍

ほ
ど
の
経
費
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
日
本
の
方
針
は
、「
経
済
大

国
の
メ
ン
ツ
に
か
け
て
も
」
と
い
う

強
い
意
気
込
み
が
見
え
て
な
ら
な
い

で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
、

選
手
強
化
を
し
て
い
く
こ
と
は
、
そ

れ
な
り
の
意
義
は
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

提
唱
者
で
あ
る
、
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
の

「
参
加
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
」

の
精
神
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　
一
方
で
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
青
少
年
健
全
育

成
を
目
指
し
、
活
動
し
て
い
る
自
治

体
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
例

が
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
す
。
そ
も
そ

も
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
前
回
の
東
京

五
輪
開
催
を
契
機
に
青
少
年
が
ス
ポ

ー
ツ
を
す
る
場
の
拡
大
と
競
技
力
の

向
上
を
目
標
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
降
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は
子
ど
も
た
ち
の
全
国
的
な
交
流
を
通

し
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
寄
与
で
き

る
と
の
主
旨
で
、
全
国
交
流
大
会
が
各

種
目
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
あ
る
い

は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
達
は
、
国
際

大
会
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
勝
て
る
選
手

の
育
成
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
ロ
シ
ア
、
中
国
そ
し
て
ア
メ
リ
カ

等
の
選
手
育
成
の
点
で
は
、
格
段
の
差

が
出
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
い
ま
、
私
た
ち
が
、
地
域
で
の
ス
ポ

ー
ツ
を
通
し
て
力
を
入
れ
て
い
く
べ
き

事
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
な
子
ど
も
達

を
育
て
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

基
本
に
忠
実
に
、
す
な
わ
ち
基
礎
体
力

を
養
い
、
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
に
対
し
て

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
を
育
成
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
心
の
健
全
育
成

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

板
橋
区
成
増
地
区
と
の

　
　
　
　
　
　ス
ポ
ー
ツ
交
流

　
８
月
21
日
～
23
日
で
開
催
さ
れ
た
、

板
橋
区
成
増
地
区
と
の
少
年
少
女
ス
ポ

ー
ツ
交
流
会
は
、
田
上
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
の
14
名
が
上
京
し
て
交
流
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
交
流
は
、
今
年

で
27
回
目
と
な
り
ま
す
。

東
京
で
は
、
初
日
に
東
京
ド
ー
ム
で
の

プ
ロ
野
球
観
戦
や
都
内
施
設
見
学
、
２

日
目
は
猛
暑
の
中
、
親
善
野
球
で
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。成
増
地
区
の
保
護
者
、

青
少
年
健
全
育
成
会
の
み
な
さ
ん
か
ら

温
か
い
歓
迎
を
し
て
も
ら
い
、
野
球
チ

ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
楽
し
い
交
流
会
に

な
っ
た
よ
う
で
し
た
。
特
に
２
日
目
の

夕
食
は
成
増
地
区
の
み
な
さ
ん
の
手
作

り
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
み
ん
な
で
食

べ
、
そ
の
後
の
ゲ
ー
ム
大
会
で
、
一
気

に
和
や
か
な
ム
ー
ド
に
な
り
ま
し
た
。

友
情
の
輪
が
広
が
り
、
個
人
的
に
も
仲

良
く
な
っ
た
児
童
も
い
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
沢
山
の

経
験
が
で
き
た
野
球
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ

ー
は
幸
せ
で
す
。

（
仮
）田
上
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の

　
　
　
　
　
　設
立
に
む
け
て

　
田
上
町
の
少
子
化
は
、
ま
す
ま
す
進

行
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
田
上

・
羽
生
田
小
学
校
も
１
～
２
学
級
の
編

成
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
後
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
活
動
継
続
が
難
し
く
な
る

状
況
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
体
育

協
会
に
加
盟
し
て
い
る
団
体
も
構
成
員

が
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
上
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者
も
減
少
し

て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
学
校
で
の
部
活
動
で
も
今

後
部
員
数
の
減
少
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
活
動
し
て
も
中
学

校
で
は
活
動
の
な
い
ス
ポ
ー
ツ
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
少
子
化
の
も
た

ら
す
問
題
が
い
く
つ
か
現
れ
て
く
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
、
全
国
で
も

中
学
校
で
の
ス
ポ
ー
ツ
の
部
活
動
が
学

校
単
位
で
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
、
地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
移

行
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
が
い
ず
れ
や
っ
て

く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
（
仮
）
ス
ポ

ー
ツ
協
会
が
、
そ
の
受
け
皿
と
し
て
担

っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
各
ス
ポ
ー
ツ
種
目
に
お
い
て
、
基

礎
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
競
技
ス
ポ

ー
ツ
を
目
指
す
子
ど
も
に
は
、
技
術
的

な
指
導
を
し
っ
か
り
と
し
て
い
く
。
大

人
に
は
、
健
康
維
持
の
た
め
の
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
け
る
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
大
人
の
ス
ポ
ー
ツ
は
「
楽

し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
」
、
「
健
康
維
持
の

た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
」
と
し
て
、
い
わ
ゆ

る
「
生
活
ス
ポ
ー
ツ
」
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
高
齢
者
が
健
康
で
い
る
こ
と
は
、
本

人
だ
け
で
な
く
家
族
に
と
っ
て
も
嬉
し

い
こ
と
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
効
能
は
色

々
な
面
に
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
町

で
は
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
し
て
お
り
、

（
仮
）
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
設
立
の
た
め

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
検
討
し
て
い

る
最
中
で
す
。

※【夜間・休日急患診療】　県央医師会応急診療所（三条市興野）　☎32-0909
※「心と体の相談会」は3日前までにご連絡ください。（役場保健福祉課 　☎57-6112）
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24 木

25 金

26 土

27 日

28 月

29 火

30 水

1 木

2 金

3 土

4 日

5 月

6 火

7 水

8 木

9 金

10 土

11 日

12 月

13 火

14 水

15 木

17 木

16 水

国民の休日

【休日診療当番医】　うすき医院 （加茂市大郷町） ☎52-1261　　〈時間〉9：00～17：00

秋分の日

【休日診療当番医】　監物小児科 （加茂市旭町） ☎52-0800　　〈時間〉9：00～17：00

補聴器相談（リオン）

つどい

10：00～10：30

13：00～15：30

役場

保健福祉センター

心と体の相談会

育児相談会

9：00～11：30

9：00～11：30

保健福祉センター

子育て支援センター

糖尿病教室

補聴器相談（リオン）

9：30～15：00

10：00～10：30

保健福祉センター

役場

10ヶ月児すくすく学級（平成26年11～12月生まれ）

元気はつらつ教室

受付9：30～10：00

13：30～15：30

保健福祉センター

保健福祉センター

体育の日

【休日診療当番医】　本間医院（加茂市後須田） ☎52-8936　〈時間〉9：00～17：00

育児学級（平成27年3～4月生まれ）

補聴器相談（リオン）

受付13：00～13：30

10：00～10：30

保健福祉センター

役場

敬老の日

【休日診療当番医】　さくらクリニック（加茂市寿町） ☎52-9511　　〈時間〉9：00～17：00

育児相談会

機能訓練

9：00～11：30

10：00～15：00

子育て支援センター

保健福祉センター

役場補聴器相談（リオン） 10：00～10：30

【休日診療当番医】　田上診療所（山田） ☎57-5015　　〈時間〉9：00～17：00

保健福祉センター乳児健診（平成27年5月生まれ） 12：50～13：20

【休日診療当番医】　いからし小児科アレルギークリニック（加茂市幸町） ☎53-2250　　〈時間〉9：00～17：00

保健福祉センター心と体の相談会 9：00～11：30

役場補聴器相談（リオン） 10：00～10：30

保健福祉センター子宮がん・乳がん健診 13：00～14：00

保健福祉センター子宮がん・乳がん健診 9：00～10：00

【休日診療当番医】　ながば医院（加茂市番田） ☎53-0751　〈時間〉9：00～17：00

保健福祉センター胃がん検診 7：30～10：00

保健福祉センター胃がん検診 7：30～10：00

保健福祉センター両親学級（平成28年1～2月出産予定者） 受付9：00～9：30

【休日診療当番医】　堀内医院（加茂市加茂新田） ☎52-0953　〈時間〉9：00～17：00

湯っ多里館休館日

保健福祉センター機能訓練 10：00～15：00

田上町長　佐 藤 邦 義

やさしさと豊かさで
キラリと輝くまち田上（その162）

スポーツと青少年健全育成
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２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
イ
ン
ス
タ

ジ
ア
ム
と
な
る
新
国
立
競
技
場
の
整

備
計
画
が
動
き
出
し
ま
し
た
。
１
５

５
０
億
円
の
巨
額
を
投
じ
て
の
企
画

と
な
り
ま
し
た
。
当
初
の
計
画
よ
り

１
０
０
０
億
円
の
コ
ス
ト
削
減
を
図

り
、
国
民
の
理
解
を
得
た
い
と
政
府

は
説
明
を
し
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
は
、
で
き
る
だ
け
経
費
を

削
減
し
、
種
目
を
絞
っ
て
い
く
こ
と

が
提
唱
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
ロ
ン
ド
ン
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
の
２
～
３
倍

ほ
ど
の
経
費
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
日
本
の
方
針
は
、「
経
済
大

国
の
メ
ン
ツ
に
か
け
て
も
」
と
い
う

強
い
意
気
込
み
が
見
え
て
な
ら
な
い

で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
、

選
手
強
化
を
し
て
い
く
こ
と
は
、
そ

れ
な
り
の
意
義
は
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

提
唱
者
で
あ
る
、
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
の

「
参
加
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
」

の
精
神
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　
一
方
で
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
青
少
年
健
全
育

成
を
目
指
し
、
活
動
し
て
い
る
自
治

体
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
例

が
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
す
。
そ
も
そ

も
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
前
回
の
東
京

五
輪
開
催
を
契
機
に
青
少
年
が
ス
ポ

ー
ツ
を
す
る
場
の
拡
大
と
競
技
力
の

向
上
を
目
標
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
降
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は
子
ど
も
た
ち
の
全
国
的
な
交
流
を
通

し
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
寄
与
で
き

る
と
の
主
旨
で
、
全
国
交
流
大
会
が
各

種
目
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
あ
る
い

は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
達
は
、
国
際

大
会
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
勝
て
る
選
手

の
育
成
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
ロ
シ
ア
、
中
国
そ
し
て
ア
メ
リ
カ

等
の
選
手
育
成
の
点
で
は
、
格
段
の
差

が
出
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
い
ま
、
私
た
ち
が
、
地
域
で
の
ス
ポ

ー
ツ
を
通
し
て
力
を
入
れ
て
い
く
べ
き

事
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
な
子
ど
も
達

を
育
て
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

基
本
に
忠
実
に
、
す
な
わ
ち
基
礎
体
力

を
養
い
、
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
に
対
し
て

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
を
育
成
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
心
の
健
全
育
成

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

板
橋
区
成
増
地
区
と
の

　
　
　
　
　
　ス
ポ
ー
ツ
交
流

　
８
月
21
日
～
23
日
で
開
催
さ
れ
た
、

板
橋
区
成
増
地
区
と
の
少
年
少
女
ス
ポ

ー
ツ
交
流
会
は
、
田
上
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
の
14
名
が
上
京
し
て
交
流
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
交
流
は
、
今
年

で
27
回
目
と
な
り
ま
す
。

東
京
で
は
、
初
日
に
東
京
ド
ー
ム
で
の

プ
ロ
野
球
観
戦
や
都
内
施
設
見
学
、
２

日
目
は
猛
暑
の
中
、
親
善
野
球
で
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。成
増
地
区
の
保
護
者
、

青
少
年
健
全
育
成
会
の
み
な
さ
ん
か
ら

温
か
い
歓
迎
を
し
て
も
ら
い
、
野
球
チ

ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
楽
し
い
交
流
会
に

な
っ
た
よ
う
で
し
た
。
特
に
２
日
目
の

夕
食
は
成
増
地
区
の
み
な
さ
ん
の
手
作

り
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
み
ん
な
で
食

べ
、
そ
の
後
の
ゲ
ー
ム
大
会
で
、
一
気

に
和
や
か
な
ム
ー
ド
に
な
り
ま
し
た
。

友
情
の
輪
が
広
が
り
、
個
人
的
に
も
仲

良
く
な
っ
た
児
童
も
い
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
沢
山
の

経
験
が
で
き
た
野
球
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ

ー
は
幸
せ
で
す
。

（
仮
）田
上
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の

　
　
　
　
　
　設
立
に
む
け
て

　
田
上
町
の
少
子
化
は
、
ま
す
ま
す
進

行
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
田
上

・
羽
生
田
小
学
校
も
１
～
２
学
級
の
編

成
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
後
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
活
動
継
続
が
難
し
く
な
る

状
況
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
体
育

協
会
に
加
盟
し
て
い
る
団
体
も
構
成
員

が
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
上
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者
も
減
少
し

て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
学
校
で
の
部
活
動
で
も
今

後
部
員
数
の
減
少
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
活
動
し
て
も
中
学

校
で
は
活
動
の
な
い
ス
ポ
ー
ツ
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
少
子
化
の
も
た

ら
す
問
題
が
い
く
つ
か
現
れ
て
く
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
、
全
国
で
も

中
学
校
で
の
ス
ポ
ー
ツ
の
部
活
動
が
学

校
単
位
で
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
、
地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
移

行
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
が
い
ず
れ
や
っ
て

く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
（
仮
）
ス
ポ

ー
ツ
協
会
が
、
そ
の
受
け
皿
と
し
て
担

っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
各
ス
ポ
ー
ツ
種
目
に
お
い
て
、
基

礎
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
競
技
ス
ポ

ー
ツ
を
目
指
す
子
ど
も
に
は
、
技
術
的

な
指
導
を
し
っ
か
り
と
し
て
い
く
。
大

人
に
は
、
健
康
維
持
の
た
め
の
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
け
る
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
大
人
の
ス
ポ
ー
ツ
は
「
楽

し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
」
、
「
健
康
維
持
の

た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
」
と
し
て
、
い
わ
ゆ

る
「
生
活
ス
ポ
ー
ツ
」
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
高
齢
者
が
健
康
で
い
る
こ
と
は
、
本

人
だ
け
で
な
く
家
族
に
と
っ
て
も
嬉
し

い
こ
と
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
効
能
は
色

々
な
面
に
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
町

で
は
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
し
て
お
り
、

（
仮
）
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
設
立
の
た
め

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
検
討
し
て
い

る
最
中
で
す
。

※【夜間・休日急患診療】　県央医師会応急診療所（三条市興野）　☎32-0909
※「心と体の相談会」は3日前までにご連絡ください。（役場保健福祉課 　☎57-6112）

日月 曜日 時　　　　　　間 場　　　　　　所内　　　　　　　　　　　　　　容

9/16～10/15

10
月

9
月 18 金

19 土

20 日

21 月

22 火

23 水

24 木

25 金

26 土

27 日

28 月

29 火

30 水

1 木

2 金

3 土

4 日

5 月

6 火

7 水

8 木

9 金

10 土

11 日

12 月

13 火

14 水

15 木

17 木

16 水

国民の休日

【休日診療当番医】　うすき医院 （加茂市大郷町） ☎52-1261　　〈時間〉9：00～17：00

秋分の日

【休日診療当番医】　監物小児科 （加茂市旭町） ☎52-0800　　〈時間〉9：00～17：00

補聴器相談（リオン）

つどい

10：00～10：30

13：00～15：30

役場

保健福祉センター

心と体の相談会

育児相談会

9：00～11：30

9：00～11：30

保健福祉センター

子育て支援センター

糖尿病教室

補聴器相談（リオン）

9：30～15：00

10：00～10：30

保健福祉センター

役場

10ヶ月児すくすく学級（平成26年11～12月生まれ）

元気はつらつ教室

受付9：30～10：00

13：30～15：30

保健福祉センター

保健福祉センター

体育の日

【休日診療当番医】　本間医院（加茂市後須田） ☎52-8936　〈時間〉9：00～17：00

育児学級（平成27年3～4月生まれ）

補聴器相談（リオン）

受付13：00～13：30

10：00～10：30

保健福祉センター

役場

敬老の日

【休日診療当番医】　さくらクリニック（加茂市寿町） ☎52-9511　　〈時間〉9：00～17：00

育児相談会

機能訓練

9：00～11：30

10：00～15：00

子育て支援センター

保健福祉センター

役場補聴器相談（リオン） 10：00～10：30

【休日診療当番医】　田上診療所（山田） ☎57-5015　　〈時間〉9：00～17：00

保健福祉センター乳児健診（平成27年5月生まれ） 12：50～13：20

【休日診療当番医】　いからし小児科アレルギークリニック（加茂市幸町） ☎53-2250　　〈時間〉9：00～17：00

保健福祉センター心と体の相談会 9：00～11：30

役場補聴器相談（リオン） 10：00～10：30

保健福祉センター子宮がん・乳がん健診 13：00～14：00

保健福祉センター子宮がん・乳がん健診 9：00～10：00

【休日診療当番医】　ながば医院（加茂市番田） ☎53-0751　〈時間〉9：00～17：00

保健福祉センター胃がん検診 7：30～10：00

保健福祉センター胃がん検診 7：30～10：00

保健福祉センター両親学級（平成28年1～2月出産予定者） 受付9：00～9：30

【休日診療当番医】　堀内医院（加茂市加茂新田） ☎52-0953　〈時間〉9：00～17：00

湯っ多里館休館日

保健福祉センター機能訓練 10：00～15：00

田上町長　佐 藤 邦 義

やさしさと豊かさで
キラリと輝くまち田上（その162）

スポーツと青少年健全育成
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涼
し
さ
の
眼
鏡
を
は
づ
す
端
居
か
な

夏
花
火
ど
こ
か
で
夜
空
か
ざ
っ
て
る

一
瞬
の
外
で
の
動
き
汗
の
た
き

朝
風
や
蟬
の
声
聞
く
夏
の
朝

炎
天
を
来
て
老
体
の
よ
ろ
め
け
り

日
焼
け
止
め
こ
れ
一
番
と
菅
の
笠

ひ
ら
く
よ
り
は
や
傷
つ
け
り
は
す
の
花

良
き
声
の
か
は
づ
や
闇
の
濃
き
と
こ
ろ

山
楝
蛇
尾
を
余
し
ゐ
る
野
面
積
み

湯
の
町
や
遠
ひ
ぐ
ら
し
に
下
駄
の
音

原ケ崎　　　五百川宗一（75）

本田上　　　小野澤利雄（86）

川船河　　　近藤　キミ（67）

川船河　　　長谷川　隆（57）

本田上　　　石口トヨ子（73）

中　店　　　有本　イト（100）

川ノ下　　　齋藤　初枝（84）

俳

　句
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

本
田
上
　
鶴
巻
新
一
路

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

本
田
上
　
小
柳
　
恒
子

清
水
沢
　
近
藤
　
健
一

上
　
野
　
吉
田
　
賢
三

上
　
野
　
山
口
　
勘
生

田
上
俳
句
会
　

山
　
田
　
本
間
　
静
栄

田
上
俳
句
会
　

本
田
上
　
小
柳
白
星
子

田
上
俳
句
会
　

川
ノ
下
　
高
橋
　
玉
舟

田
上
俳
句
会
　

山
　
田
　
渡
辺
　
千
酔

夏
高
校
野
球
感
動
を
も
ら
う
い
つ
の
年
も
選
手
応
援
に
エ
ー
ル
を
お
く
る

猛
暑
に
て
鴉
も
鳴
け
ぬ
日
中
に
人
っ
子
一
人
自
動
車
交
差

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

本
田
上
　
小
柳
　
恒
子

短

　歌
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

川

　柳
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

山
　
田
　
加
藤
　
山
里

羽
生
田
　
岡
田
　
尚
久

清
水
沢
　
近
藤
　
健
一

清
水
沢
　
坂
内
　
昇
甫

こ
の
あ
つ
さ
犬
も
お
か
し
な
す
わ
り
か
た

孫
達
は
鉄
砲
玉
か
行
っ
た
き
り

そ
の
話
聞
い
た
と
言
わ
ぬ
思
い
や
り

提
灯
や
川
面
を
下
る
盆
の
日

激
戦
に
猛
暑
も
逃
げ
る
甲
子
園

ご結婚おめでとう

お　く　や　み

7／26～8／25届出分、
敬称略

羽生田　　　宮口　貴子・友弘（関根）

下吉田　　　中野　卓也・胡美（須田）

羽生田　　　今井　　豊・彩（須藤）

※掲載希望の有無を役場町民課（総合受付）へお申し出ください。

ふれあい広場は町民のみなさんからの投稿をお待ちしています。

や
ま
か
が
し

な

つ

や

き

ゅ

う

◇日　時　9月19日（土）、26日（土）
　　　　　午後2時30分～4時30分
◆申込・問い合わせ：大塚行政書士事務所
　　　　　　　行政書士　大塚義行　☎57-4090

　行政機関への手続き、サービスについての要望
はもちろん、相続などの暮らしの困りごとについ
てもお気軽に相談ください。
◇日　時　月～金曜日　午前9時～午後5時
◆相談・問い合わせ：総務省行政相談委員
　　　　　　　　　　　善養寺貴洋　☎57-3988

「行政への要望」と「暮らし」の電話相談

行政書士による行政手続・相続等
に関する無料電話相談

◇日　時　9月26日（土）　午後2時～4時
◇会　場　田上町公民館　※入場無料
◇内　容　スランプアラレちゃん
　　　　　ペンギン村消防隊　ほか全６作品
◆問い合わせ：相田良夫　☎57-5086

第226回 16ミリ映写会

◇日　時　10月10日（土）　　午前11時～11時30分
◇会　場　原ヶ崎交流センター・図書室
◇内　容　絵本の読み聞かせ　※入場無料
◇対　象　幼児～小学生
◆問い合わせ：たがみサニープレイス
　　　　　　　　　　　　　　古川　☎53-3473

絵本の読み聞かせ会

田
上
の
学
校

田
上
の
学
校
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教
育
勅
語
と
御
真
影
⑥

　
「
教
育
に
関
す
る
勅
語
」
の
現
代
口
語
訳
を
掲
載
し
ま
す
。

　
私
が
思
う
に
は
、
わ
が
祖
・
神
武
天
皇
を
は
じ
め
と
す
る
歴
代
の
天
皇
が
こ
の
国
を
建
て

ら
れ
、
お
治
め
に
な
っ
て
こ
ら
れ
た
ご
偉
業
は
宏
大
で
、
遼
遠
で
あ
り
、
そ
こ
で
お
示
し
に

な
ら
れ
た
、
ひ
た
す
ら
国
民
の
幸
せ
を
願
い
祈
ら
れ
る
徳
は
実
に
深
く
、
厚
い
も
の
で
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
国
民
は
天
皇
に
身
を
も
っ
て
真
心
を
尽
く
し
、
祖
先
と
親
を
大

切
に
し
、
国
民
す
べ
て
が
皆
、
心
を
一
つ
に
し
て
こ
の
国
の
比
類
な
き
美
風
を
つ
く
り
上
げ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
わ
が
国
柄
の
す
ぐ
れ
て
美
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
教
育
が
基
づ
く
べ

き
と
こ
ろ
も
、
実
に
こ
こ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
国
民
の
皆
さ
ん
、
こ
の
よ
う
な
教
育
の
原
点
を
踏
ま
え
て
、
両
親
に
は
孝
養
を
尽
く
し
、

兄
弟
姉
妹
は
仲
良
く
し
、
夫
婦
は
心
を
合
わ
せ
て
仲
睦
ま
じ
く
し
、
友
人
と
は
信
じ
合
え
る

関
係
と
な
り
、
さ
ら
に
自
己
に
対
し
て
は
慎
ま
し
や
か
な
態
度
と
謙
虚
な
心
構
え
を
維
持
し
、

多
く
の
人
々
に
対
し
て
は
広
い
愛
の
心
を
も
と
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
学
校
で
は
知
識
を
学
び
、
職
場
で
は
仕
事
に
関
わ
る
技
術
・
技
法
を
習
得
し
、
人

格
的
に
す
ぐ
れ
た
人
間
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
れ
に
留
ま
ら
ず
一
歩
進
ん
で
、
公
共
の
利
益
を

増
進
し
、
社
会
の
た
め
に
な
す
べ
き
務
め
を
果
た
し
、
い
つ
も
国
家
秩
序
の
根
本
で
あ
る
憲

法
と
法
律
を
遵
守
し
、
そ
の
上
で
国
家
危
急
の
際
に
は
勇
気
を
奮
っ
て
公
の
た
め
に
行
動
し
、

い
つ
ま
で
も
永
遠
に
継
承
さ
れ
て
い
く
べ
き
こ
の
日
本
国
を
守
り
、
支
え
て
行
こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
よ
う
に
実
践
す
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
の
よ
う
な
今
こ
こ
に
生
き
る
忠
実
で
善
良
な
国

民
だ
け
の
た
め
に
な
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
の
祖
先
が
古
か
ら
守
り
伝
え
て
き
た

日
本
人
の
美
風
を
は
っ
き
り
と
世
に
表
す
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
示
し
て
き
た
事
柄
は
、
わ
が
皇
室
の
祖
先
が
守
り
伝
え
て
き
た
も
の
で
も
あ
り
、

わ
れ
わ
れ
皇
室
も
国
民
も
と
も
ど
も
に
従
い
、
守
る
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
昔
も

今
も
変
わ
る
も
の
で
な
く
、
ま
た
外
国
に
お
い
て
も
充
分
に
通
用
可
能
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

私
は
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
こ
の
大
切
な
人
生
の
指
針
を
常
に
心
に
抱
い
て
守
り
、
そ
こ

で
実
現
さ
れ
た
徳
が
全
国
民
に
あ
ま
ね
く
行
き
渡
り
、
そ
れ
が
一
つ
に
な
る
こ
と
を
切
に
願

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
、
内
容
の
文
体
で
あ
っ
た
。

　
戦
前
は
教
育
の
根
源
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
は
価
値
観
が
大
き
く
変
わ
り
昭
和
21
年
10
月
８

日
、
文
部
省
は
教
育
勅
語
及
び
詔
書
等
の
取
扱
に
つ
い
て
、
全
国
の
官
公
立
大
学
、
都
道
府

県
知
事
あ
て
、
通
達
を
発
し
た
。
「
教
育
勅
語
ヲ
以
テ
我
ガ
国
唯
一
ノ
教
育
淵
源
ト
セ
ズ
広

ク
古
今
東
西
ノ
倫
理
哲
学
宗
教
等
ニ
教
育
ノ
基
礎
ヲ
置
ク
要
ニ
・
・
・
」
と
通
達
を
発
し
た
。

そ
し
て
、
式
の
当
日
、
奉
読
し
な
い
よ
う
に
指
示
し
た
。

　
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
詔
書
は
政
治
に
係
わ
ら
な
い
天
皇
の
お
立
場
か

ら
。
国
民
は
国
の
従
属
で
あ
る
こ
と
。
国
が
一
旦
緩
急
あ
る
時
は
義
勇
公
に
奉
じ
・
・
・
等

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

投
稿
…
吉
沢
和
平
（
上
野
）

　10月7日（水）より全12回の予定で有力企業のト
ップ人から講演していただきます。受講料無料で
すので、ぜひ、ご参加ください。詳細はお問い合
わせください。
◆申込・問い合わせ：新潟経営大学　☎53-3000

◇テ ー マ　小売りマーケティングい・ろ・は
　　　　　　～コト消費時代のマーケティング活用法～
◇講　　師　新潟大学　伊部泰弘　教授
◇日　　時　10月21日（水）午後6時30分～8時
◇会　　場　新潟経営大学
◇申込期限　10月20日（火）
◇定　　員　48名　※先着順
◇受 講 料　無料
◆申込・問い合わせ：新潟経営大学　☎53-3000

新潟経営大学「経営トップセミナー」
一般聴講生募集

【未就園児開放日】
◇日　時　9月12日（土）・26日（土）
　　　　　10月3日（土）　　午前9時～正午
◇内　容　「一緒に遊ぼう」午前10時～11時
　　　　　その他、自由遊びや楽しい活動あり
※この3日間はどなたでも来られる日になっていま
　す。この機会にぜひ親子で遊びに来てください。
※詳しい内容はホームページをご覧ください。
  （http://www.ginzado.ne.jp/~tagami-lutheran/）
◆問い合わせ：田上いずみルーテル幼稚園　☎57-2723

ルーテル幼稚園のお知らせ

新潟経営大学公開講座

　防衛省自衛隊では、来年４月に採用する試験を
行います。
◇申込期限　9月30日（水）
※試験日、申込方法はお問い合わせください。
◆問い合わせ：自衛隊新潟地方協力本部
　　　　　　　　　加茂地域事務所　☎52-5222

◇日　時　9月27日（日）午前11時～午後4時
◇会　場　田上自動車学校
◇内　容　一栄バンド、護摩堂太鼓の演奏
　　　　　ラウンドアバウトの通行方法
　　　　　交通事故の実態と救助活動の実演
　　　　　ハーレーダビットソンの試乗会
　　　　　屋台＆フリーマーケット、ゲームなど
※フリーマーケットの出店者を募集しています。
◆問い合わせ：田上自動車学校　☎57-4700

防衛医科大学校医学科・看護学科
防衛大学校一般（前期日程）学生採用試験

◇日　　時　10月14日（水）
◇募集人員　20名
◇参加資格　65歳以上の方
◇参 加 費　お一人2,000円
◇行　　程　午前８時30分　原ヶ崎交流センター
　駐車場出発、県立歴史博物館見学、朝日酒造訪問、
　宝徳山稲荷大社参拝、岩塚製菓買物、午後5時解散
◆申込・問い合わせ：田上町社会福祉協議会
　　　　　　　　　　　地域福祉課　☎57-6270

田上ロータリークラブ主催

「さわやかドライブ」に参加してみませんか

交通安全フェスタ2015
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涼
し
さ
の
眼
鏡
を
は
づ
す
端
居
か
な

夏
花
火
ど
こ
か
で
夜
空
か
ざ
っ
て
る

一
瞬
の
外
で
の
動
き
汗
の
た
き

朝
風
や
蟬
の
声
聞
く
夏
の
朝

炎
天
を
来
て
老
体
の
よ
ろ
め
け
り

日
焼
け
止
め
こ
れ
一
番
と
菅
の
笠

ひ
ら
く
よ
り
は
や
傷
つ
け
り
は
す
の
花

良
き
声
の
か
は
づ
や
闇
の
濃
き
と
こ
ろ

山
楝
蛇
尾
を
余
し
ゐ
る
野
面
積
み

湯
の
町
や
遠
ひ
ぐ
ら
し
に
下
駄
の
音

原ケ崎　　　五百川宗一（75）

本田上　　　小野澤利雄（86）

川船河　　　近藤　キミ（67）

川船河　　　長谷川　隆（57）

本田上　　　石口トヨ子（73）

中　店　　　有本　イト（100）

川ノ下　　　齋藤　初枝（84）

俳

　句
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

本
田
上
　
鶴
巻
新
一
路

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

本
田
上
　
小
柳
　
恒
子

清
水
沢
　
近
藤
　
健
一

上
　
野
　
吉
田
　
賢
三

上
　
野
　
山
口
　
勘
生

田
上
俳
句
会
　

山
　
田
　
本
間
　
静
栄

田
上
俳
句
会
　

本
田
上
　
小
柳
白
星
子

田
上
俳
句
会
　

川
ノ
下
　
高
橋
　
玉
舟

田
上
俳
句
会
　

山
　
田
　
渡
辺
　
千
酔

夏
高
校
野
球
感
動
を
も
ら
う
い
つ
の
年
も
選
手
応
援
に
エ
ー
ル
を
お
く
る

猛
暑
に
て
鴉
も
鳴
け
ぬ
日
中
に
人
っ
子
一
人
自
動
車
交
差

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

本
田
上
　
小
柳
　
恒
子

短

　歌
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

川

　柳
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

山
　
田
　
加
藤
　
山
里

羽
生
田
　
岡
田
　
尚
久

清
水
沢
　
近
藤
　
健
一

清
水
沢
　
坂
内
　
昇
甫

こ
の
あ
つ
さ
犬
も
お
か
し
な
す
わ
り
か
た

孫
達
は
鉄
砲
玉
か
行
っ
た
き
り

そ
の
話
聞
い
た
と
言
わ
ぬ
思
い
や
り

提
灯
や
川
面
を
下
る
盆
の
日

激
戦
に
猛
暑
も
逃
げ
る
甲
子
園

ご結婚おめでとう

お　く　や　み

7／26～8／25届出分、
敬称略

羽生田　　　宮口　貴子・友弘（関根）

下吉田　　　中野　卓也・胡美（須田）

羽生田　　　今井　　豊・彩（須藤）

※掲載希望の有無を役場町民課（総合受付）へお申し出ください。

ふれあい広場は町民のみなさんからの投稿をお待ちしています。

や
ま
か
が
し

な

つ

や

き

ゅ

う

◇日　時　9月19日（土）、26日（土）
　　　　　午後2時30分～4時30分
◆申込・問い合わせ：大塚行政書士事務所
　　　　　　　行政書士　大塚義行　☎57-4090

　行政機関への手続き、サービスについての要望
はもちろん、相続などの暮らしの困りごとについ
てもお気軽に相談ください。
◇日　時　月～金曜日　午前9時～午後5時
◆相談・問い合わせ：総務省行政相談委員
　　　　　　　　　　　善養寺貴洋　☎57-3988

「行政への要望」と「暮らし」の電話相談

行政書士による行政手続・相続等
に関する無料電話相談

◇日　時　9月26日（土）　午後2時～4時
◇会　場　田上町公民館　※入場無料
◇内　容　スランプアラレちゃん
　　　　　ペンギン村消防隊　ほか全６作品
◆問い合わせ：相田良夫　☎57-5086

第226回 16ミリ映写会

◇日　時　10月10日（土）　　午前11時～11時30分
◇会　場　原ヶ崎交流センター・図書室
◇内　容　絵本の読み聞かせ　※入場無料
◇対　象　幼児～小学生
◆問い合わせ：たがみサニープレイス
　　　　　　　　　　　　　　古川　☎53-3473

絵本の読み聞かせ会

田
上
の
学
校

田
上
の
学
校

22

教
育
勅
語
と
御
真
影
⑥

　
「
教
育
に
関
す
る
勅
語
」
の
現
代
口
語
訳
を
掲
載
し
ま
す
。

　
私
が
思
う
に
は
、
わ
が
祖
・
神
武
天
皇
を
は
じ
め
と
す
る
歴
代
の
天
皇
が
こ
の
国
を
建
て

ら
れ
、
お
治
め
に
な
っ
て
こ
ら
れ
た
ご
偉
業
は
宏
大
で
、
遼
遠
で
あ
り
、
そ
こ
で
お
示
し
に

な
ら
れ
た
、
ひ
た
す
ら
国
民
の
幸
せ
を
願
い
祈
ら
れ
る
徳
は
実
に
深
く
、
厚
い
も
の
で
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
国
民
は
天
皇
に
身
を
も
っ
て
真
心
を
尽
く
し
、
祖
先
と
親
を
大

切
に
し
、
国
民
す
べ
て
が
皆
、
心
を
一
つ
に
し
て
こ
の
国
の
比
類
な
き
美
風
を
つ
く
り
上
げ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
わ
が
国
柄
の
す
ぐ
れ
て
美
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
教
育
が
基
づ
く
べ

き
と
こ
ろ
も
、
実
に
こ
こ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
国
民
の
皆
さ
ん
、
こ
の
よ
う
な
教
育
の
原
点
を
踏
ま
え
て
、
両
親
に
は
孝
養
を
尽
く
し
、

兄
弟
姉
妹
は
仲
良
く
し
、
夫
婦
は
心
を
合
わ
せ
て
仲
睦
ま
じ
く
し
、
友
人
と
は
信
じ
合
え
る

関
係
と
な
り
、
さ
ら
に
自
己
に
対
し
て
は
慎
ま
し
や
か
な
態
度
と
謙
虚
な
心
構
え
を
維
持
し
、

多
く
の
人
々
に
対
し
て
は
広
い
愛
の
心
を
も
と
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
学
校
で
は
知
識
を
学
び
、
職
場
で
は
仕
事
に
関
わ
る
技
術
・
技
法
を
習
得
し
、
人

格
的
に
す
ぐ
れ
た
人
間
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
れ
に
留
ま
ら
ず
一
歩
進
ん
で
、
公
共
の
利
益
を

増
進
し
、
社
会
の
た
め
に
な
す
べ
き
務
め
を
果
た
し
、
い
つ
も
国
家
秩
序
の
根
本
で
あ
る
憲

法
と
法
律
を
遵
守
し
、
そ
の
上
で
国
家
危
急
の
際
に
は
勇
気
を
奮
っ
て
公
の
た
め
に
行
動
し
、

い
つ
ま
で
も
永
遠
に
継
承
さ
れ
て
い
く
べ
き
こ
の
日
本
国
を
守
り
、
支
え
て
行
こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
よ
う
に
実
践
す
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
の
よ
う
な
今
こ
こ
に
生
き
る
忠
実
で
善
良
な
国

民
だ
け
の
た
め
に
な
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
の
祖
先
が
古
か
ら
守
り
伝
え
て
き
た

日
本
人
の
美
風
を
は
っ
き
り
と
世
に
表
す
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
示
し
て
き
た
事
柄
は
、
わ
が
皇
室
の
祖
先
が
守
り
伝
え
て
き
た
も
の
で
も
あ
り
、

わ
れ
わ
れ
皇
室
も
国
民
も
と
も
ど
も
に
従
い
、
守
る
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
昔
も

今
も
変
わ
る
も
の
で
な
く
、
ま
た
外
国
に
お
い
て
も
充
分
に
通
用
可
能
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

私
は
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
こ
の
大
切
な
人
生
の
指
針
を
常
に
心
に
抱
い
て
守
り
、
そ
こ

で
実
現
さ
れ
た
徳
が
全
国
民
に
あ
ま
ね
く
行
き
渡
り
、
そ
れ
が
一
つ
に
な
る
こ
と
を
切
に
願

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
、
内
容
の
文
体
で
あ
っ
た
。

　
戦
前
は
教
育
の
根
源
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
は
価
値
観
が
大
き
く
変
わ
り
昭
和
21
年
10
月
８

日
、
文
部
省
は
教
育
勅
語
及
び
詔
書
等
の
取
扱
に
つ
い
て
、
全
国
の
官
公
立
大
学
、
都
道
府

県
知
事
あ
て
、
通
達
を
発
し
た
。
「
教
育
勅
語
ヲ
以
テ
我
ガ
国
唯
一
ノ
教
育
淵
源
ト
セ
ズ
広

ク
古
今
東
西
ノ
倫
理
哲
学
宗
教
等
ニ
教
育
ノ
基
礎
ヲ
置
ク
要
ニ
・
・
・
」
と
通
達
を
発
し
た
。

そ
し
て
、
式
の
当
日
、
奉
読
し
な
い
よ
う
に
指
示
し
た
。

　
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
詔
書
は
政
治
に
係
わ
ら
な
い
天
皇
の
お
立
場
か

ら
。
国
民
は
国
の
従
属
で
あ
る
こ
と
。
国
が
一
旦
緩
急
あ
る
時
は
義
勇
公
に
奉
じ
・
・
・
等

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

投
稿
…
吉
沢
和
平
（
上
野
）

　10月7日（水）より全12回の予定で有力企業のト
ップ人から講演していただきます。受講料無料で
すので、ぜひ、ご参加ください。詳細はお問い合
わせください。
◆申込・問い合わせ：新潟経営大学　☎53-3000

◇テ ー マ　小売りマーケティングい・ろ・は
　　　　　　～コト消費時代のマーケティング活用法～
◇講　　師　新潟大学　伊部泰弘　教授
◇日　　時　10月21日（水）午後6時30分～8時
◇会　　場　新潟経営大学
◇申込期限　10月20日（火）
◇定　　員　48名　※先着順
◇受 講 料　無料
◆申込・問い合わせ：新潟経営大学　☎53-3000

新潟経営大学「経営トップセミナー」
一般聴講生募集

【未就園児開放日】
◇日　時　9月12日（土）・26日（土）
　　　　　10月3日（土）　　午前9時～正午
◇内　容　「一緒に遊ぼう」午前10時～11時
　　　　　その他、自由遊びや楽しい活動あり
※この3日間はどなたでも来られる日になっていま
　す。この機会にぜひ親子で遊びに来てください。
※詳しい内容はホームページをご覧ください。
  （http://www.ginzado.ne.jp/~tagami-lutheran/）
◆問い合わせ：田上いずみルーテル幼稚園　☎57-2723

ルーテル幼稚園のお知らせ

新潟経営大学公開講座

　防衛省自衛隊では、来年４月に採用する試験を
行います。
◇申込期限　9月30日（水）
※試験日、申込方法はお問い合わせください。
◆問い合わせ：自衛隊新潟地方協力本部
　　　　　　　　　加茂地域事務所　☎52-5222

◇日　時　9月27日（日）午前11時～午後4時
◇会　場　田上自動車学校
◇内　容　一栄バンド、護摩堂太鼓の演奏
　　　　　ラウンドアバウトの通行方法
　　　　　交通事故の実態と救助活動の実演
　　　　　ハーレーダビットソンの試乗会
　　　　　屋台＆フリーマーケット、ゲームなど
※フリーマーケットの出店者を募集しています。
◆問い合わせ：田上自動車学校　☎57-4700

防衛医科大学校医学科・看護学科
防衛大学校一般（前期日程）学生採用試験

◇日　　時　10月14日（水）
◇募集人員　20名
◇参加資格　65歳以上の方
◇参 加 費　お一人2,000円
◇行　　程　午前８時30分　原ヶ崎交流センター
　駐車場出発、県立歴史博物館見学、朝日酒造訪問、
　宝徳山稲荷大社参拝、岩塚製菓買物、午後5時解散
◆申込・問い合わせ：田上町社会福祉協議会
　　　　　　　　　　　地域福祉課　☎57-6270

田上ロータリークラブ主催

「さわやかドライブ」に参加してみませんか
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町の花
アジサイ

町の木
サクラ

クッキングで野菜のおいしさ発見！クッキングで野菜のおいしさ発見！クッキングで野菜のおいしさ発見！

行屋崎遺跡発表会行屋崎遺跡発表会 ひじき（乾）…大さじ２・1/2（７ｇ）　　にんじん…小１/２本

きゅうり…中2本　　キャベツ…葉2枚（90g）

ツナ缶…４５ｇ　　コーン…大さじ２（３０ｇ）

パプリカ（赤）…1/4（２０ｇ）

調味料　　

　　醤油…大さじ1/2　　三温糖…小さじ1杯　　塩…小さじ１/6

　　油…大さじ1弱　　酢…小さじ２

昔の田上町はどんなだったのでしょう。考古学講演会の中で、行屋崎遺跡の調査結果が報告されました。
もちろんその時代には、写真や映像はありませんので、出土品などから時代を探っていくことになります。
役場のロビーには、出土品の一部を展示しています。来庁された際には、ぜひご覧いただき、
当時に思いをはせてみてはいかがですか。

あなたと行政とをむすぶ“情報誌”
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◆国民健康保険税６期
※納税は便利な口座振替がおすすめです！

町 の 人 口（8月31日現在）

世帯数

（前月比）

人　口

（前月比）

人

4,155
＋ 3

12,375
－ 25

世帯
今 月 の 納 税今 月 の 納 税

陽

■
発

行
所

／
田

上
町

役
場

　     0
2
5
6
-5

7
-6

2
2
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　http

://
w

w
w

.to
w

n
.ta

g
a
m

i.n
iig

a
ta

.jp
■
編
集
／
総
務
課
　
　
　
　
　
■
印
刷
／
阿
部
印
刷
㈱

６

　竹の友幼児園管理栄養士の唐木沢寿美さんがおすすめする給食メニューを紹

介します。幼児園では、ひじきを煮物、ふりかけに使う他に、野菜と一緒にサ

ラダにも使っています。栄養豊富なひじきを、彩り豊かな野菜と和風の味で和

えれば、子どもたちに人気メニューの出来上がり！海藻や野菜を抵抗なく食べ

ることができます。

　幼児園は、1日約300食の昼食と20人分の離乳食を作っていま
す。給食に使用する食材で、米、豚肉、旬の野菜は田上産の物
を出来るだけ使用しています。子どもたちは、意外と和風の味
付けや、おかか和え、少量の塩味でパリッと仕上げたきゅうり
など、素朴な味付けを好みます。

田上レンジャー
（田上町食育推進キャラクター）

美味しいお米とおか
ずをバランスよく食
べよう！
　　　　　米たより

作り方 ①加熱しない料理をする時は、ひじきは水でもどし、茹でて冷ます。

②きゅうりは薄い輪切りにし、塩少々で軽くもみ、水気をしぼる。

③キャベツは細めのたんざく切り、にんじんはせん切り。パプリカは薄切

　　りにして小さ目に切る。

　　キャベツ、にんじん、パプリカは茹でて冷ましておく。

④コーンとツナは汁気を切る。

⑤Aの調味料を合わせ、水分を切った材料と和える。

※ひじきは、熱湯でもどし、水洗い、野菜は電子レンジで加熱しても

　　よいです。

【担当のコーナー】

【副菜】

南瓜の味噌汁
【主食】

ごはん

【主菜】

豆腐ハンバーグ、チーズ
【副菜】

ひじきのサラダ

　〒959-1503　田上町大字原ヶ崎新田3070番地

　田上町役場総務課   57-6222

　メールアドレス　t2222@town.tagami.niigata.jp

■投稿記事あて先／

材料
（6人分）

ひじきのサラダ
★ひじきのサラダ

　８月22日、川船河地区の親子18名が、地区の食生活改善推進員の

みなさんと田上産のお米や野菜を使って食育の体験を行いました。

子どもの健康と元気の基本は毎日の食事が基本。夏野菜クイズ、味

噌汁のだしの味比べなどを通して親子で食材の美味しさを学ぶ体験

ができました。調理の時間では、子どもたちが進んで素材を切った

り、混ぜたり、盛り付けを行い、鶏肉とトマトクリーム煮や糸うり

の和え物などを作りました。自分達が一生懸命作った料理は、野菜

が苦手な子でもおいしく食べることができました。
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お手軽野菜レシピお手軽野菜レシピお手軽野菜レシピ
幼児園給食のおすすめレシピ

★町立竹の友幼児園給食の紹介コーナー

みんなで取り組もう！ 田上の食育

子育て応援

役場保健福祉課 ☎57-6112

給
食


